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1.はじめに 

近年，わが国では豪雨災害が頻発し，甚大な被害が生じている．平成29年7月九州北部豪雨では，局所的

な集中豪雨により，筑後川の支川の氾濫や土砂災害により，福岡県朝倉市や大分県日田市で甚大な被害が生

じた1)．このような水害への対策として，流域に降った雨水が，流域特性や河道特性の影響を受けながら，

洪水として河道を伝播するプロセスを的確に予測し，降雨から河道内水位の変化を把握することが重要とな

る．本研究は，以上の背景を踏まえ，甚大な被害を受けた筑後川支川の災害プロセスの解明を目的として，

平成29年7月九州北部豪雨時の筑後川右岸流域を対象に，分布型流出・1次元洪水流解析を行い，その再現性

について検討したものである． 

2.分布型流出・1次元洪水流解析モデルの概要 

分布型流出・1次元洪水流解析モデルは，降雨を入力条件として河

道での水位ハイドログラフ等を予測するモデルである．同モデルは，

①セル分布型流出解析モデル2)と②１次元河道ネットワークモデル3)

で構成される．①では，kinematic wave 法により標高や土地利用など

の流域特性を考慮し流域の雨水の挙動の予測を，②では，図-1に示す

ように，1次元洪水流モデルと接続セルで河道網を取り扱うとともに，河道幅変化などの河道特性を考慮し

洪水追跡を行う．接続セルでは，あらかじめセル内の水の体積と水位との関係を求めておき，この関係から

連続の式より求めたセル内の水の体積を水位に変換し，この水位を1次元洪水流モデルの境界条件として与

え，洪水流の挙動を予測する．また，同モデルでは堰や橋の河川構造物をエネルギー損失で簡易的に取り扱

うことができる．①セル分布型流出解析モデルと②１次元河道ネットワークモデルの接続は，①より求まる

河道への流出流量を②の境界あるいは内部境界条件として与えることで行う． 

3．筑後川・花月川流域への適用 

(1) 解析対象領域 

解析対象領域は，図-2に示す筑後川右岸流域である．解析対象流

域・河川の概要及び地上雨量・水位観測所を図-2に示す．筑後川は，

一級水系筑後川水系の本流であり，その流域面積は2,860km2，幹線流

路延長は143kmである．解析対象河川は筑後川本川，花月川，庄手川，

隈川であり，筑後川本川については夜明ダムから松原ダムまでを，花

月川については大臣管理区間を解析対象区間とした．  

(2) 解析の概要 

解析対象時刻は，2017年7月5日13時から6日3時とした．本解析の入

力条件となるレーダ雨量には，国土交通省が運用・管理するXRAIN4)を，流域内の雨量観測所の実績降雨を

ダイナミックウィンドウ法5)に基づき補正し用いた．分布型流出解析に必要な標高には，数値標高モデル6)

を100mメッシュに補間したものを，土地利用データにはALOS27)を用いた．流出解析のパラメータの最適化

は，水位観測所の実測水位ハイドログラフに基づき行った． 

河道横断面図には筑後川，庄手川，隈川では平成26年，花月川は平成29年の断面を用いた．粗度係数に

は推定粗度係数を用い，8の堰と17の橋を考慮した．筑後川上流端には松原ダムの実測放流流量を，筑後川

下流端には予備放流水位と痕跡水位の間の水位を境界条件として与え，花月川上流端，他河川からの流入流

量については分布型流出解析モデルより算出した流量を与えた． 
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図-2 解析対象流域の概要 
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(3) 結果と考察 

 図-3に筑後川沿いの小平，小渕観測所の水位ハイドログラフの解

析結果と観測値との比較を示したものである．これらより，同モデ

ルは，(1)小平観測所の水位ハイドログラフを十分な精度で再現でき

ること，(2)その下流の小渕水位観測所の水位ハイドログラフも十分

な精度で再現していること，などが確認できる．この区間では玖珠

川が合流しており，このことから分布型流出解析より求めた玖珠川

の流量の妥当性が窺える．なお，玖珠川のピーク流量は1,740m3/s程

度であった．図-4は１次元河道ネットワークモデルによる解析水位

の最大値と痕跡水位との比較を示す．これらより，同モデルが，(1)

筑後川本川の痕跡水位を再現していること，(2)分派した後の筑後川

本川，庄手川の痕跡水位を再現していること，などが確

認できる．このことは，隈川の痕跡水位の比較はできて

いないものの，本モデルが河川分派部を適切に取り扱え

ていることを示唆している．図-5は，分流前後の筑後

川・隈川・庄手川の流量ハイドログラフの解析結果を示

したものである．これより，分派点上流端から流入した

流量は，筑後川，庄手川，隈川のそれぞれで0.38：0.03：

0.59に分派されたことが確認できる． 

今次豪雨では，本川右岸流域の中小河川で甚大な被害

が生じた．同解析からその解析を実施する上で必要な中

小河川の下流端水位を求めることができる．図-6は，花

月川の下流端水位を示したものである．この図より，花月川の下流

端水位は，7月5日の20時頃にピークを迎え，その値は痕跡水位と概

ね一致する72.92mであり，堤防高付近まで上昇したことが確認でき

る．なお，花月川の花月水位観測所のピーク水位は19時50分頃に発

生したことから，本結果は概ね妥当な結果と考えられる． 

4.おわりに 

本研究から，同モデルが，(1)筑後川の水位ハイドログラフおよび

痕跡水位を十分な精度で再現できること，(2)分派点についても適切

に取り扱うことができること，(3)今次豪雨の花月川下流端での水位

ハイドログラフを算出できること，などが確認された．  
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図-4 解析最大水位と痕跡水位との比較 
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